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626 ―皮膚科の臨床・2025―

　手足のユビの呼び方を考えてみましょう。指と書くのは手だけで，足のユビは医学の世界
では趾と書きます。手は手指，足は足趾です。調べてみると，中国語では足のユビは脚趾と
呼ぶそうで，日本語との違いが面白いですね。
　手の指は一般用語では親指，人差し指，中指，薬指，小指ですべて訓読みですが，医学用
語では拇指，示指，中指，環指，小指ですべて音読みです。人差し指と示指はほとんど同じ
意味ですが，親が拇になり薬が環になっているところが違います。拇は単独で親指を意味す
る漢字ですので，拇指と書くのは当然と納得できます。中国語でも拇指または大拇指でほと
んど同じです。環指は英語で ring finger，ドイツ語で Ringfinger，ラテン語で digitus annu-
larisですので，それに合わせたと思われます。中国語では無名指というそうなので，環指の
呼び名の由来は中国ではなく西洋であることがわかります。
　学生時代の解剖学の講義では母指球，長母指伸筋など母の字で習いましたので，親指は母
指だと思っていましたが，臨床医学に進むと拇指と表記されるのを多く見るようになりまし
た。母指はおそらく戦後の漢字制限に沿った当て字なのでしょう。前述の字義から考えれば
やはり拇指と書きたいところです。
　数字を用いて第 1指，第 2指などと呼ぶこともありますが，機械的で味気ない感じがしま
す。カルテを書くときにはスピード重視で「右 2，3，4指に」などと書いたりしますが，論
文を書くときには，前述の正式名称が望ましいと思います。
　足趾の場合は全部に手指のような正式名称がついていないので，第 1趾，第 2趾と番号で
書くのが普通です。例外的に第 1趾と第 5趾には母趾，小趾と名前がついており，実際に外
反母趾，内反小趾，短母趾屈筋などの術語があります。前述のように手の母指は当て字と思
われますが，足の母趾は正式名称です。ときどき拇趾と書く人がいますが，足のユビに手へ
んの字を使うのはよくない感じがします。間違いではないのかもしれませんが，避けたほう
がよいでしょう。
　ユビの間は指間，趾間ですが，特定するときは番号を付けます。拇指と示指の間が第 1指
間で，順番に 4までを振ります。第 5指間というのはありません。趾間についても同様で
す。趾間型足白癬の好発部位は第 4趾間であるのに対して，カンジダ性指間びらん症の好発
部位は第 3指間です。一番長い中指と 2番目に長い環指の間で，最も谷が深く乾きにくいこ
とがその理由です。指の長さが疾患の発症と関係しているというのが面白いですね。
　ユビの側面を指すとき，足なら内側，外側でよいのですが，手は回旋によって入れ替わる
ので内外側は使えません。橈側，尺側を使うようにしましょう。
 （相馬良直）
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